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マレットの『逍遥』を読む
海老澤　　豊
０．序
　ディヴィッド・マレット（David Mallet, 1705?-1765）の『逍遥』（The Excursion, 
1728-59）は、第１巻で地上、第２巻で宇宙を舞台にしながら、想像力を駆使してさま
ざまな情景を次々と描いていく長編詩である。またこの作品は1728年に初版が出版さ
れたが、エジンバラ大学以来の友人ジェイムズ・トムソン（James Thomson, 1700-1748）
の『四季』（The Seasons, 1726-46）、特に『夏』（Summer）の初版（1726）と相前後して
書かれ、互いに影響を与えている。そのために、二つの作品には、多くの共通点が見
られる。いずれも自然を主題にした描写詩であり、被造物の多様性やすばらしさを描
くことで神を讃える宗教詩であり、人間存在のあり方を問う倫理詩である。ともにバー
ネットの神学・地学やニュートンの光学など当時の新しい科学知識を盛り込んでいる
点も興味深い。また文体の面から見れば、ブランク・ヴァースの詩形を持ち、ラテン語
に由来する語句を多用するなど、ミルトンの『失楽園』に倣っていることは一目瞭然で
ある。（1） さらに自然と人間の関わりに着目し、次から次へと脈絡もなく挿話を連ねて「脱
線」していく流れは、明らかにウェルギリウスの『農耕詩』を模範としている。（2） そし
て何よりも重要な共通点は、『逍遥』も『四季』も詩作の原動力を想像力におき、崇高
な表現を目指していることにある。
　ただし『四季』が当時から現在に至るまで広範な人気を博し、多くの研究書が書か
れているのに対して、『逍遥』はあまり読まれることもなく、『四季』の影響を受けて
書かれた二番煎じの作品という評価に留まっている。たとえばジョンソン博士は『逍遥』
が『四季』の模倣作にすぎないと、独特の言い回しで表現している。（3）
空想に導かれるままに、また知識が可能とするままに描かれた自然の情景を散漫
かつ気まぐれに眺めたものである。詩的な精神が欠けているわけではない。イメー
ジの多くは印象的で、段落の多くは優雅である。語法の傾向はトムソンから模倣
したものと思われるが、『四季』は当時評判の絶頂にあった。マレットはトムソン
の美しさと欠点を併せ持っている。
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a desultory and capricious view of such scenes of Nature as his fancy led him, or his 
knowledge enabled him, to describe. It is not devoid of poetical spirit. Many of the images 
are striking, and many of the paragraphs are elegant. The cast of diction seems to be copied 
from Thomson, whose Seasons were then in their full blossom of reputation. He has 
Thomson＇ s beauties and his faults．
　これまで『逍遥』はトムソンの『夏』を論じる際に引き合いに出されるばかりで、単
独でこの作品を論じた例はほとんどない。本論では逆にトムソンがマレットに宛てた手
紙を手がかりとして、この読まれざる作品に光を当ててみたい。
１．『逍遥』と『四季』の相互関係
　既に触れたように、『逍遥』の成立においてトムソンの影響を見逃すことはできない。
同郷の若い二人の詩人は頻繁に手紙をやり取りしており、作品の成立過程や意図を知る
上で貴重な資料となっている。少々煩雑になることを恐れずに、トムソンからマレット
に宛てた書簡を詳しく見ていくことにしよう。残念ながら、おそらくはトムソンの怠惰
癖のためと思われるが、マレットからトムソンに送られた書簡は残っていない。しかし
トムソンがマレットの手紙の内容を敷衍して書いていることが多いので、マレットの主
張についてもおおよそのことは推定できる。
　そもそも『四季』の原型となった『冬』（Winter）は、トムソンの家庭教師であった
ロバート・リカルトンがスコットランドの冬の情景を描いた詩に触発されて生まれた。
トムソンは1725年10月１日付けのウィリアム・クランストン宛の書簡で、『冬』の冒頭
部を引用しながら、「リカルトン氏の冬に関する詩は、私は今でも持っていますが、最
初にこの（『冬』を執筆するという）計画を私の頭に吹き込んだもので、その中には巨
匠の筆遣いがあって、私を目覚めさせてくれました」（Mr. Rickleton＇ s poem on winter, 
which I still have, first put the design into my head. in it are some masterly strokes that awaken＇ d 
me）と述べている。（4） 翌26年４月２日にはスコットランド出身の文学者で、文壇と貴
賓階級にそれなりの影響力を持っていたアーロン・ヒルが、マレットに宛てて「空想
は広大で生き生きとしており、判断は冷静かつ堅固で、イメージは燃え立って生気にあ
ふれ、表現は絵画的で具象的」（the Fancy is vast, & lively; and The Judgment Calm & Solid. 
The Images burn, & live: & the Expressions paint, & embody）であると、『冬』の初版を激
賞する手紙を書き送っている。（5） すると３日後には、この手紙をマレットから見せら
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れたトムソンが、ヒルに宛てて「あなたの考察は私の目的の本質にまで至り、私自身
にとっても全体に光が投じられました」（your Reflections have enter＇ d into the very Soul of 
my Purpose, and even to myself, cast a Light over the Whole）と感謝状を出している。（6） こ
の手紙には最初から最後までヒルに対する大げさな賛辞が列挙されており、ジョンソン
博士が『詩人伝』で「トムソンは卑屈な追従の表現の限りを尽くして擦り寄っている」
（he courted with every expression of servile adulation）と言ったのも無理はない。（7） しかし
ヒルが『冬』について指摘した「生き生きとした空想」「燃えるようなイメージ」「絵画
的な表現」といった語句は、『四季』全体の基調となる要素であるとともに、『逍遥』に
もその片鱗が見られるのである。
　同年６月13日付マレット宛の書簡でトムソンは『夏』の執筆に取りかかったことを伝
え、同時にマレットの『逍遥』の草稿を引き続いて送ってくれるようにと頼んでいる。
トムソンは『逍遥』について「有益で、気高く、壮大で、驚くばかり」（useful, noble, 
vast, amazing）だと評し、「何と君は奔放に歌うのだろう、それに比べて私はここで籠
に入れられた街のベニヒワのようにさえずっている」（How wild you sing, while I, here, 
warble like a City-Linnet, in a Cage）とまたもや卑屈に言い、「その詩の理念は私を熱く感
動させる」（The Idea of that Poem strikes me vehemently）と述べている。（8） 友人同士励ま
し合っている感じの強い書面であるけれども、『逍遥』という詩の性格が既にはっきり
と示されていることに注目したい。
　続く８月２日付のトムソンからマレットに宛てた書簡では、二人の詩人がお互いの作
品を批評しあうだけでなく、建設的な意見を交換していることも読み取れる。（9） たと
えば「サファイア、エメラルド、ルビーなどについての君のヒントは私の想像力を快い
輝きで打ったので、忘れないようにしたい」（Your Hint of the Sapphire, Emerald, Ruby, &c 
strike my Imagination with a pleasing Lustre; and shall not be neglected）というマレットから
の提案は、しっかりと『夏』初版の一節に取り入れられ、1746年の『四季』最終版でも、
わずかな変更が加えられただけで、削られることはなかった。ここでは1727年の初版か
ら引用する。トムソンは太陽（＝汝）が宝石に独特の色合いを与えると歌う。（10）
汝に向けてルビーは深みを増した輝きを投じ、
血潮のような輝きだが、見る者にとっては快い。
硬い蒼穹とでも言うべきサファイアは、汝から
その蒼色を獲得する。夕暮れの色合いにも似た
紫色を流出しているアメジストも汝のものだ。
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汝自身の微笑で黄色いトパーズは燃え上がる。
最初に春から南の微風に与えられる春の衣も、
緑色のエメラルドが見せる以上に、深い緑色に
染まることはない。だがすべてを混ぜ合わせると、
汝の光線は白いオパールのうちに密に戯れる。
あるいはその表面から何色もが飛び出すと
凝視する者の手の中で位置が変わるにつれ、
循環する色合いの震えるような変化を生み出す。
At Thee the Ruby lights its deepening Glow,
A Bleeding Radiance! grateful to the View.
From Thee the Sapphire, solid AEther! takes
Its Hue cerulean; and, of evening Tinct,
The Purple-streaming Amethyst is thine.
With thy own Smile the Yellow Topaz burns. 
Nor deeper Verdure dies the Robe of Spring,
When first she gives it to the Southern Gale,
Than the green Emerald shows. But, all combin＇ d,
Thick thro＇ the whitening Opal play thy Beams;
Or, flying, several, from his Surface, form
A trembling Variance of revolving Hues,
As the Site changes in the Gazer＇ s Hand. （ll. 132-144）
　マレットも太陽光線と宝石の関係について1759年版の『逍遥』第２巻で触れている。
この箇所は1728年の初版では抽象的な表現に終始していたが、マレットの提案を受け入
れたトムソンから逆に示唆を受けたマレットが改訂したものと想像される。（11）
最も美しき存在。最初に創造された光。
美の第一の原因よ。なぜなら汝からのみ、
きらめく宝石や、さまざまな植物、
生きて呼吸する高位の世界と、その魅力、
個々の種族に特有の美しい色合いは、
新潟産業大学人文学部紀要　第21号　2010.３
－35－
汝の光輝く無尽蔵の源から生じたのだ。
Fairest of beings! first-created light! 
Prime cause of beauty ! for from thee alone, 
The sparkling gem, the vegetable race, 
The nobler worlds that live and breathe, their charms.
The lovely hues peculiar to each tribe, 
From thy unfailing source of splendor draw! （ll. 75-80）
　太陽光線が宝石の色彩を生み出すという考えは、古くはアリストテレスの『気象学』
に見られ、またトマス・バーネットの『地球の理論』（1684）の第２巻第６章で再度主
張されているという。（12） マレットがバーネットに深い関心を抱いていたことについて
はニコルソンが指摘しており、またマレットの蔵書の中に『地球の理論』1729年版があっ
たこともマクキロップによって報告されている。（13）
　さて同じ８月２日付の手紙の中で、トムソンもマレットの『逍遥』について具体的な
助言をしている。
君の詩に関する私の考えは、倫理的で崇高な省察によって生じ、生命を吹き込まれ
た、自然の大いなる被造物の描写だ。したがって、君が地球を旅立つ前に、大いな
る情景をひとつも残してはいけない。噴火、地震、ひどい嵐に見舞われた大海原、
驚くべき景観の中に聳えるアルプスなどで、春の優しい豊饒に覆われた深い谷間の
情景はとても快いに違いない。ここに洪水のスケッチを挿入することができたら、
もっと感動的で気高い雄大ではないだろうか。崇高を君の作品の特質とすべきだ。
My Idea of your Poem is a Description of the grand Works of Nature, raised, and animated 
by moral, and sublime, Reflections. Therefor, befor You quit this Earth, You ought to leave 
no great Scene unvisited: Eruptions, Earthquakes, the Sea wrought into a horrible Tempests, 
the Alps amidst whose amazing Prospects, how pleasing must that be of a deep Valley, 
covered with all the tender Profusion of the Spring. Here if You could insert a Sketch of the 
Deluge, what more affecting, and noble? Sublimity must be the Characteristic of your Peice.
ここでトムソンが崇高を表現するために挙げている「情景」は、忠告どおりに『逍遥』
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で採用されることになる。またジェラードによれば、トムソンの叙述は崇高を生み出す
成因のひとつとしてジョン・デニスが主張する「熱狂的な恐怖」を踏まえている可能性
があるという。（14） デニスは「詩歌の批評の基礎」（“The Grounds of Criticism in Poetry”, 
1704）で「熱狂的な恐怖は崇高に極めて寄与し、これはまた宗教的な観念によって最も
生み出される」（Enthusiastick Terror contributes extremely to the Sublime; and, secondly, that 
that it is most produced by Religious Ideas）と述べ、この恐怖をもたらす源を「神々、悪魔、
地獄、人間の精神と魂、奇跡、驚異、魔法、呪術、雷、嵐、荒れる海、洪水、急流、自身、
火山、怪物、蛇、ライオン、虎、火事、戦争、伝染病、飢餓など」（Gods, Daemons, 
Hell, Spirits and Souls of Men, Miracles, Prodigies, Enchantments, Witchcrafts, Thunder, 
Tempests, raging Seas, Inundations, Torrents, Earthquakes, Volcanoes, Monsters, Serpents, Lions, 
Tygers, Fire, War, Pestilence, Famine, &c）と列挙している。（15） トムソンの書簡がデニスを
敷衍して書かれたものかどうかは判然としない。ただしデニスが列挙した題材はほとん
どすべて『四季』で使われており、18世紀の前半において崇高を表現しようとした場合
に、これらの要素が不可欠であったことだけは間違いない。
　８月11日と21日（？）付けの書簡でも、トムソンはマレットの詩句について具体的に
評しているが、いずれも大仰な表現を連ねて褒めちぎっているものばかりなので、い
ちいち引用することは避けたい。しかもトムソンが引いた詩句は、28年版と59年版のい
ずれかを問わず、現存のテキストからは削られているものが多く、マレットがトムソ
ンの忠告を鵜呑みにしたわけではないことがわかる。もっとも「季節を転換し、夏を
荒々しい冬に取って代え、茶褐色の夜と嵐を月の上に広げる」（or to invert the Year, / and 
bring wild Winter into Summer＇ s Place: / Or spread brown Night, and Tempest, o＇ er the Moon）
というマレットの詩句（これも削除された箇所である）につけたトムソンの「これこ
そ詩だ。これは想像力をかきたてる。熱狂だ。狂喜した恐怖だ」（This is Poetry! this is 
arrousing Fancy! Enthusiasm! Rapturous Terror!）という評にはデニスの影響を見て取れる
かもしれない。（16） またトムソンが「君の書くものには、生き生きとした簡素さと、混
じりけのない崇高さが、真似できないほど融合している」（there is an inimitable Mixture 
of animated Simplicity, and chastised Sublimity in what You write）と述べ、重ねて「崇高」
を『逍遥』の根本原理とするように強く勧めていることは重要である。（17） 
　マレットはスコットランド時代の恩師ジョン・ケアに宛てた翌27年５月25日付けの
書簡で、『逍遥』が完成して印刷に回っていると述べ、その第１巻はヒルやエドワー
ド・ヤングに読んでもらったと記した後で、「それは今デニス氏の手元にあり、あの怖
い批評家が非難するか、認めてくれるかしたらすぐに、エジンバラへの途中であなた
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を待つつもりです」（It is now in the hands of Mr. Dennis, and as soon as that dread critic has 
condemned or approved of it, I shall wait on you by the way of Edinburgh）と記している。（18） 
そしてケアに宛てた６月13日付けの書簡では「英国で一番辛辣な批評家であるデニス氏
が読んで認めてくれました」（the severest of all the English critics, Mr. Dennis, has read and 
approved） と報告している。（19） デニスが『逍遥』について何と言ったかは不明であるが、
少なくともマレットが他の誰よりもデニスの判断を重視していたことがうかがわれる。
　ここまでトムソンの書簡を資料として、『逍遥』の成立過程と意図を側面から眺めて
きた。二人の詩人がそれぞれの作品で追求しようとしたのは、自然描写を中心にしなが
ら崇高な表現を目指すということであった。以下は『逍遥』を具体的に読み解いていく。
２．地球を逍遥する
　『逍遥』の初版（1728年）に付された序文で、マレットは作品の意図が「自然の最も
顕著な外観を描くこと」（to describe some of the most remarkable Appearances of NATURE）
にあり、「構想の統一や規則性」（Unity, and Regularity of Design）がないことは欠点だと
率直に認めるが、「自由で制限されることのない想像力に耽ること」（to indulge a freer 
and more unconfined Range of Imagination）こそ、技術や経験を欠いた若い筆者には必要
なことであると主張している。（20） また『逍遥』がかなりの改訂を経て『作品集』（1759年）
に収められた際にも、序文自体は削られているものの、初版にあった「構成の不規則性」
（the irregularity of the composition）が是正されたかどうかは読者の判断に任せるという
文言が梗概の後に掲げられている。（21） マレットの言う「不規則性」とは、『逍遥』とい
う題名が示すように、詩人が想像力の赴くままに次々と異なる情景を訪れて描写してい
くという作品の構成を指している。このような「脱線」は、既に述べたように、ウェル
ギリウスの『農耕詩』に端を発している。1697年にアディソンがドライデンの『農耕詩』
英訳の序文として書いた「農耕詩論」の中で、読者を教化する教訓だけではなく、読者
を楽しませる「脱線」が必要であると説いて以来、英国風農耕詩のみならず他の長編詩
でも盛んに用いられるようになったという経緯がある。（22） ここで抒情詩に目を向けれ
ば、カウリー以来こぞって書かれるようになった「不規則な」形式のピンダリック・オー
ドには、ピンダロスの原典から外れているという批判が絶えなかった。しかし英国の詩
人たちはピンダリック・オードの「不規則性」こそが「崇高」を表現するための手段の
ひとつであると考えていたことも、また確かなのである。（23） したがってマレットがこ
こまで作品の「不規則性」を気に病む理由はないと思われるが、具体的に作品の吟味に
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取りかかるとしよう。なお、断りのない限り、『逍遥』のテキストにはマレットの意図
がより明確になったと思われる59年版を用いることにする。
　第１巻の冒頭で詩人は「詩神の伴侶にして創造的な力たる想像力」（Companion of the 
muse, creative power, / Imagination, ll. １-２）を召喚し、「想像力」とともに人界を去って
さまざまな情景へ飛翔していく。明るい太陽の下で牧歌的な田園風景が描かれることも
例外的にはあるが、詩人が惹きつけられるのはもっぱら荒々しく恐怖を感じさせるよう
な情景であって、彼が最初に遭遇するのは嵐が吹き荒れ、稲光がきらめく場面である。
彼方の雲が薄暗い深みの中で、南の空に
大きく広がり、死を孕んだ子宮の内部で
発酵していくと、激しい嵐が膨れ上がり、
硫黄と硝酸の蒸気が、ついに鉱脈や、油を
含んだ土壌から発散する。見よ、たちまち
斜めの流れとなって放たれた、赤い閃光は、
素早くきらめくと、一瞬恐ろしい昼を広げる。
Where yonder clouds in dusky depth extend 
Broad o＇ er the south ; fermenting in their womb, 
Pregnant with fate, the fiery tempest swells, 
Sulphureous steam and nitrous, late exhal＇ d 
From mine or unctuous soil: and lo, at once, 
Forth darted in slant stream, the ruddy flash, 
Quick-glancing, spreads a moment＇ s horrid day.　 （ll. 161-７）
この箇所は初版には見当たらないが、トムソンは26年版の『冬』で「厚い雲が立ち昇
り、その包容力ある子宮には／蒸気の洪水が溜り、凍らせて雪となる」（Thick Clouds 
ascend, in whose capacious Womb, / A vapoury Deluge lies, to Snow congeal’d, ll. 217-８）と
歌っており、マレットもこれに倣ったのであろうか、海から立ち昇った水蒸気が集まっ
て雲を発生させるという、嵐の前兆から筆を起こしている。さらにマレットの詩行には
ラテン語から派生した語句（sulphereous, nitrous, unctuous）の多用が目を引くが、これ
らの語はミルトンが『失楽園』のそれぞれ別の箇所で使っている。叙事詩では崇高な表
現を目指すために、日常語を避けて、高遠な語彙を用いて書かれるのが通例であり、マ
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レットがこの嵐の描写でミルトンに倣った語を採用したのも、崇高な文体を作り上げよ
うとしたことの表われである。これら三つの語を同時に使っている例として、ジョン・
フィリップスの『林檎酒』（1706年）がある。（24）
硫黄と硝石の泡は、激しく燃え上がり、
その暗い洞穴の中で轟き渡り、真鍮製の
武器の大きな爆発の轟音よりも、遥かに
恐ろしく、難攻不落と思われた、見事に
建てられた都市の稜堡を絶え間なく
攻め立てる。地獄の風は今までしっかり
閉じ込められていたが、タイタンの熱気で
膨張して、油分を含んだ蒸気を吸い、
狭苦しい囲みを蔑む…
Sulphur, and nitrous Spume, enkindling fierce,
Bellow＇ d within their darksom Caves, by far
More dismal than the loud disploded Roar
Of brazen Enginry, that ceaseless storm
The Bastion of a well-built City, deem＇ d
Impregnable: Th＇ infernal Winds, ‘till now 
Closely imprison＇ d, by Titanian Warmth,
Dilating, and with unctuous Vapours fed,
Disdain＇ d their narrow Cells …         （Book １, ll. 192-200）
『林檎酒』はウェルギリウスを模範として書かれた英国初の農耕詩であり、フィリップ
スはミルトンを下敷きにした高遠な文体で崇高な情景を描写しようとしている。引用し
た箇所は古都アリコニウムが大地震によって崩壊する挿話の一部で、地下に溜まった水
蒸気が爆発を起こすことによって火山の噴火や地震を引き起こすという説を踏まえたも
のである。（25） 嵐と地震という相違はあるが、マレットは明らかにフィリップスの描写
に多くを負っている。
　続く雷の描写にもトムソンとの深い相関性が見られる。『夏』の27年版には「呪わ
れた閃光は常に罪深い頭に落ちるとは限らない」（And yet not always on the guilty Head 
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/ Falls the devoted Flash, ll. 827-８）という諺めいた描写があり、罪人の心境には一切触
れられていない。だが『逍遥』の28年版でマレットは「殺人者は、罪の意識に青ざめ、
奥まった影に隠れても、雷鳴を聞くと慌てて逃げ出し、内なる恐怖に追われる」（The 
Murderer, pale / With conscious guilt, tho hid in deepest shade, / Hears and flies wild, pursu’d 
by all his fears, ll. 178-80）とあり、良心の呵責に悩まされる殺人者の姿を描いている。
するとトムソンは30年版の『夏』で「罪は半信半疑で［雷鳴を］耳にし、思いもひどく
乱れる」（Guilt dubious hears, with the deeply troubled thought, l. 895）という行を追加し、
さらに44年版の『夏』ではこの行の前半が「罪は仰天して耳にし」（Guilt hears appall＇ d, 
l. 1169）という表現に変更しているのである。トムソンはマレットに宛てた26年８月の
手紙で「私の詩で残っているのは雷と夕べの描写です」（What remains of my Poem is a 
Description of Thunder, and the Evening）と記しており、（26） 雷の描写は最初トムソンが始
めたものの、後にマレットの詩行に触発されて詩行を追加したものと推測される。まさ
にお互い良いとこ取りのコラボレーションといった感がある。
　ただし、これらの描写は次に続く無辜なる者が落雷によって命を落とすという件につ
ながっていくのである。トムソンは何ら罪を持たぬ乙女アミーリアが落雷の直撃を受け
て、愛するセラドンの腕の中で黒焦げになって死ぬという悲惨な挿話を、すでに27年版
から導入している。（27） この悲恋の物語は50行あまりに及び、かなり感傷的なきらいは
あるものの、雷撃が罪人と無垢な人間とを問わずに襲いかかるという運命の無情を描
いた主題にふさわしい効果を挙げている。これに対してマレットは「旅人が不運にも
仰向けに倒れ、鉛色の死体と化す」（The traveller ill-omen＇ d prostrate falls, / A livid corse, 
ll. 191-２）という描写に続いて、落雷で炎上する小屋の奥まった部屋で「母親は息もな
く伏し、近くで孤児となった赤子は声も上げずに震える」（The parent breathless lies; her 
orphan-babes / Shuddering and speechless round, ll. 195-６）と哀れではあるが、意外に素っ
気ない記述に留めている。マレットはできる限り感傷的になることを避け、雷のすさま
じい破壊と、それによって引き起こされる恐怖に焦点を当てることに傾注していると考
えられる。
　やがて嵐は静まって平穏が戻り、時間は推移して美しい日没の風景へと変わる。この
夕暮れの情景はトムソンが26年８月11日付のマレット宛書簡で触れており、「夕べは進
み来る、静かな足取りでゆっくりと、茶色い外套に包まれて」（Onward she comes with 
silent step and slow, / In her brown mantle wrapt… ll. 240-１）という詩行について、ミルト
ンが描く夕べのイメージに匹敵すると激賞している。（28） そして夜の静寂の中で詩人は
ゴシック的な風景へと足を踏み入れていく。
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私の背後に大きく厳かな建物が立ち、
この枯れたヒースに、荒涼と、侘しく、
墓地がたたずみ、廃墟が物憂く住んでいる、
目の見えぬ骸骨や砕けた骨の上に覆いかぶさり、
蒼白に彼は座り、不動の眼差しで見つめる、
（彼の力の悲しい戦利品であるが、今は
蔦が死の緑を周囲に絡ませた）落ちた屋根を、
時が揺さ振る弓形門、苔むした灰色の円柱、
傾いた壁、損なわれた彫刻を施された石を、
その記念としての世辞は、塵に塗れて、
高めようとした名を今は虚しくも隠す。
万物は静まり返り、かき乱されることもない、
ただ風が嘆息し、嘆き悲しむ梟が、憂いに
満ちた月に、孤独に鋭い声で鳴くだけだ、
月は彼方の側廊越しに西方の光が瞬かせ、
そこでは悲しい亡霊が、茫とした足で
慣れた巡回路を歩き、墓の上に留まる。
Behind me rises huge a reverend pile 
Sole on this blasted heath, a place of tombs, 
Waste, desolate, where Ruin dreary dwells. 
Brooding o＇ er sightless sculls, and crumbling bones, 
Ghastful he fits, and eyes with stedfast glare, 
（Sad trophies of his power, where ivy twines 
It＇ s fatal green around） the falling roof, 
The time-shock arch, the column grey with moss, 
The leaning wall, the sculptur＇ d stone defac＇ d, 
Whose monumental flattery, mix＇ d, with
Now hides the name it vainly meant to raise.
All is dread silence here, and undisturb＇ d, 
Save what the wind sighs, and the wailing owl 
Screams solitary to the mournful moon, 
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Glimmering her western ray thro yonder isle, 
Where the sad Spirit walks with shadowy foot 
His wonted round, or lingers o＇ er his grave. （ll. 257-73）
　後のグレイやトマス・ウォートンを思わせる廃墟となった僧院か教会の描写だが、ト
ムソンが８月11日付書簡で「魅力的なほど荒涼としている」（charmingly dreary）と評し、（29） 
ケネス・クラークが「ここにはこれ以上の引用は必要ないほど憂鬱の装置がふんだん
に盛り込まれたゴシック的な詩歌の本質がある」（Here is the essence of Gothic poetry, so 
rich in all the machinery of melancholy that further quotations are unnecessary）とまで述べて
いる箇所でもある。（30） ここでは詩人が擬人化（＝彼）された「廃墟」の凝視している
ものを見るという二重構造になっているが、スパックスが指摘しているように、擬人化
された「廃墟」自体の描写はほとんどなく、物理的な背景としての廃墟が目の前に広がっ
ており、その文脈によって「廃墟」という超自然的な存在が定義されている。（31）  通例
であれば、すべてを崩壊させた「廃墟」は勝ち誇っているべきなのであるが、マレット
の描写では「廃墟」が自ら及ぼした影響力の結果を憂えている（「彼の力の悲しい戦利品」）
ようにも感じられる。
　また引用後半の「万物は静まり返り…ただ風が嘆息し」（All is dread silence…Save 
what the wind sighs, ll. 268-９）の部分について、ロンズデイルは“silence…save”という
慣用表現はグレイやコリンズなど1740年代の抒情詩人たちが夕暮れの描写によく使って
いると指摘している。（32） この表現の出所はおそらくミルトンであり、『失楽園』には複
数の例が確認できるが、もっとも直接的な関わりを持つのは第５巻の「今は心地よい時
だ、涼しく、静かだ、ただ沈黙が夜に囀る鳥のために譲歩するところを除けば」（now 
is the pleasant time, / The cool, the silent, save where silence yields / To the night-warbling Bird, 
ll. 38-40）という詩行であろう。（33）
　再び夜が明けると詩人は「空想」（Fancy, l. 312）とともに北極圏に飛翔するが、「山
また山が、アルプスまたアルプスが、太古の昔から積み上げられて聳え、太陽の光も射
すことはない」（Hill behind hill, and alp on alp, ascend, / Pil＇ d up from eldest age, and to the 
sun / Impenetrable, ll. 325-７）と、トムソンからの助言を容れるためにアルプスに言及し
ているのはご愛嬌で、全体として使い古された感の強い描写が続く。マレットはタター
ルを「恐怖の国」（A land of Fear, l. 344）と呼び、「神秘的な鬼婆や呪われた魔女が、サ
バトの宴を開き、力ある呪文を唱え、墓を暴いて掠奪する」（The secret hag and sorcerer 
unblest / Their sabbath hold, and potent spells compose, / Spoils of the violated grave, ll. 348-50）
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と読者に恐怖を催させようとする。これはデニスが「熱狂的恐怖」を呼び起こす源とし
て挙げていた「悪魔」、「魔法」、「呪文」あたりを援用したものと思われるが、恐怖を
通じて崇高な表現を獲得しようとするマレットの努力も不成功に終わっていると言わざ
るを得ない。トムソンですらも書簡で「地獄の鬼婆はうまくいっているが、そのあた
りはもう少し恐怖を挟んだほうがいいと思う」（The infernal Hags come very well in－but I 
think You may throw a little more Horror around Them）という始末である。（34）
　続いて詩人は南を目指し、詩句を読んでいる限りでは具体的な固有名詞がまったく現
われないのだが、梗概によれば「ヨーロッパの中央部、イタリアと思われる」（the mid-
land part of Europe, supposed Italy）場所へ移動し、第１巻の後半ではこの街に降りかか
る自然災害が次々と描かれていく。最初は、既に触れたように、地下の硫黄と硝石に起
因する水蒸気爆発が引き起こす地震である。空が真暗になると、突如として凄まじい揺
れが住民を襲い、逃げ惑う彼らの前で建物が根こそぎになって倒れていく。
大地は数え切れぬ口を恐ろしくも開けて、
青白い炎が閃く―底なしの深淵の奥深くへと、
悲鳴を上げつつ、あらゆる年令や肩書の人々が、
両手を天へ高々と上げて、助けを求めながら、
真逆様に奈落へと落ちていき、その頭上では
大地が重々しい顎を閉じる…
The ground yauns horrible a hundred mouths, 
Flaming pale flames－down thro the gulphs profound, 
Screaming, whole crouds of every age and rank, 
With hands to heaven rais＇ d high imploring aid, 
Prone to th＇ abyss descend; and o＇ er their heads 
Earth shuts her ponderous jaws…       （ll. 442-７）
極地で催されるサバトの描写に比べれば、はるかに迫真性に富んでいるけれども、実は
これもフィリップスの『林檎酒』の焼き直しなのである。
焦げた大地が裂けた口を大きく広げる時に、
恐ろしい深淵だ、深い。すぐに降下して、
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古きアリコニウムは沈み、すべての住民は、
英雄や元老たちも、果てしなき夜の国へと
落ちていく。その間も開放された風は
猛り狂い、溶解した岩や燃え上がる土は、
雲の上に高く放り上げられ、やがてその力を
使い果すと、大地は飽いて貪欲な顎を閉じた。
The Ground adust her riven Mouth disparts,
Horrible Chasm, profound! with swift Descent
Old Ariconium sinks, and all her Tribes,
Heroes, and Senators, down to the Realms
Of endless Night. Mean while, the loosen＇ d Winds
Infuriate, molten Rocks and flaming Globes
Hurl＇ d high above the Clouds; ‘till, all their Force
Consum＇ d, her rav＇ nous Jaws th＇ Earth satiate clos＇ d. （Book １, ll. 227-34）
　街は壊滅的な被害を被ったが、災いはこれで終わったわけではない。牛や羊のみなら
ず人間にも感染する恐ろしい伝染病、天を突くほど激しく荒れ狂う津波、溶岩を吐き出
して空を黒く覆う噴火が矢継ぎ早に襲いかかる。読者に恐怖を与えて崇高な感情を抱か
せることがマレットの目的なのだが、災厄と災厄の間にわずかに訪れる静けさのほうが
不気味な印象を与えないでもない。そして最後に描かれるのは、おそらくヴェスヴィオ
ス山かエトナ山をモデルにしたとおぼしき噴火と火砕流である。太陽の光は地上に届か
ず、轟音と地鳴りをともなって何度目かの噴火が始まる。人々は叫び、恐怖のあまり言
葉も失って、ただ両手を掲げて神の慈悲を求める。噴煙を上げる山から不吉な光が発せ
られて空を赤く染める。
ほどなく、地下で活動する流体の湖、
瀝青、硫黄、塩、鉄の浮きかすは、
沸騰する潮を隆起させる。喘いでいる山は
苦しめる激痛にかきむしられ―たちまち
山腹から引き裂かれて、燃え上がる強大な
川を注ぎ、傾斜した波となって燃え、
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夜の間ずっと彼方の野に向けて明滅する。
そこで枝分かれして、数え切れぬ急流は、
川底を掘りながら、抗いがたく、恐ろしく
流れて進んでいく。村も、森も、岩も、
激流を前にして平伏する。周囲の地域では、
テンニンカの散歩道や、黄金の果実の森が
見事に立ち並んで、壮観な実りが波打ち、
また葡萄畑が熟すると神酒になる紫色の実を
豊かに広げているが、草も、葉も、
実も、花も、今や奪い去られ、端から端まで
炎の下に埋もれて、赤々と燃える海だ。
Mean while, the fluid Lake that works below, 
Bitumen, sulphur, salt, and iron scum, 
Heaves up it＇ s boiling tide. The laboring mount 
Is torn with agonizing throes－at once, 
Forth from it＇ s side disparted, blazing pours 
A mighty river, burning in prone waves, 
That glimmer thro the night, to yonder plain. 
Divided there, a hundred torrent-streams, 
Each ploughing up it＇ s bed, rowl dreadful on, 
Resistless. Villages, and woods, and rocks 
Fall flat before their sweep. The region round, 
Where myrtle-walks and groves of golden fruit 
Rose fair, where harvest wav＇ d in all it＇ s pride,
And where the vineyard spred her purple store, 
Maturing into nectar, now despoil＇ d 
Of herb, leaf, fruit and flower, from end to end 
Lies buried under fire, a glowing sea!     （ll. 583-599）
この山麓の村は豊饒に恵まれた楽園のごとく描かれているが、噴火とともに地下に溜
まっていたさまざまな鉱物は渾然一体となって地表に溢れ出し、火砕流と化して何もか
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も呑み込んでしまう。ちなみにトマス・バーネットは『地球の理論』第３巻第７章で、ヴェ
スヴィオス山やエトナ山を例に出して火山の噴火について詳しく記述しているが、火山
が人間に与える心理的な影響について以下のように述べている。（35）
火山を眺め、鳴動の聞こえる範囲に住んでいる者にとって、あらゆる自然の中で、
燃え上がる山ほど恐ろしいものはない。だが火山を見たことも鳴動を聞いたことも
ない我々にとっても、もし実際に見たり聞いたりしたら掻き立てるであろう感情と
恐怖を、我々の心に掻き立てるような真性の生き生きとした想像力で燃え上がる山
を描写されたら、心安らかではいられない。
There is nothing certainly more terrible in all Nature than Fiery Mountains, to those that live 
within the view or noise of them; but it is not easie for us, who never see them nor heard 
them, to represent them to our selves with such just and lively imaginations as shall excite in 
us the same passions, and the same horrour as they would excite, if present to our senses.
読者に恐怖を歓喜させようと苦心惨憺しているマレットが、いかにも喜びそうな文言で
あり、この後には噴火で地表に溢れて燃え出す鉱物として「瀝青」（Bitumen）、「硫黄」
（sulphur）、「塩」（salt）が挙げられているから、マレットが噴火の描写でバーネットを
参考にしたのはほぼ間違いないと考えられる。また本論では省略したが、洪水の描写に
おいてもバーネットの影響が指摘されている。（36）
　このように第１巻の後半で次々と繰り広げられる天災の描写は、どこか黙示録的な世
界の終末を感じさせるけれども、最後は神への賛美で締めくくられる。
かく大胆な翼に乗って地球を彷徨いながら、
情景から情景へと逍遥し、美しく、大きく、
新しい被造物の中に、素晴らしき自然を
私は目にし、驚嘆しつつ万物の中に辿るのだ、
至高の創造主を、初源の、最高の、最善の、
宇宙全体を動かす神を。その命令の下に、
従順に、火と水は途方もなく隆起し、
神の報復の手先として、人間を叱責し、
懲罰を与えるのだ。神の為すことは神聖で、
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神の御業は数え切れず、測り知れぬ叡知と、
限りない善を、万人に対して明示するのだ。
Thus roaming with adventurous wing the globe, 
From scene to scene excursive, I behold 
In all her workings, beauteous, great, or new, 
Fair Nature, and in all with wonder trace
The sovereign Maker, first, supreme, and best, 
Who actuates the whole: at whose command, 
Obedient fire and flood tremenduous rise,
His ministers of vengeance, to reprove, 
And scourge the nations. Holy are his ways, 
His works unnumber＇ d, and to all proclaim 
Unfathom＇ d wisdom, goodness unconfin＇ d.   （ll. 600-10）
「美しく、大きく、新しい」（beauteous, great, or new）という形容辞は、アディソンの「想
像力の喜び」を模したもので、いずれも想像力を刺激する要因を表わしており、「大きく」
は「崇高な」と言い換えることができる。（37） さらに万物は神の顕現に他ならず、世界
を滅亡に導く「火と水」は人間に対する神の報復であるとされる。人間がいかなる罪を
犯したのか明示されないままに天罰を受けるという件は『四季』とまったく同じである。
３．宇宙を逍遥する
　第２巻の冒頭で詩人は「万能の神が広げた、光輝く広がり、その果てを誰か見たこと
があるか」（Glorious expansion! by th’ Almighty spred, / Whose limits who hath seen!, ll. 24-５）
と述べ、地上を離れて宇宙へと飛翔していく。 最初に詩人が遭遇するのは太陽であり、
激しく燃え上がる紅炎や閃光の様子が以下のように描かれている。
いかなる力が、炎の猛威をその円周へと
躍動させるのか。急速な旋風の中で
衝突して、洪水また洪水、まるで持場を
離れて、爆発し、世界を飲み込むかのようだ。
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信じがたい動きだ。それに比べれば、
冬がたちまち暴風雨となって吹き荒ぶ時の
海の時化さえ平穏だ。だが誰が語れるか、
測り知れぬ光輝が、太陽に途方もなく
注ぎ出されるさまを。その激しく輝く光は、
太陽の領土の周囲に投じられ、遥か彼方の世界に
昼と季節、生命と喜びをもたらすのだ。
What power is that, which to it＇ s circle bounds 
The violence of flame! in rapid whirls 
Conflicting, floods with floods, as if to leave 
Their place, and, bursting, overwhelm the world! 
Motion incredible! to which the rage 
Of oceans, when whole winter blows at once 
In hurricane, is peace. But who shall tell 
That radiance beyond measure, on the sun 
Pour＇ d out transcendent! those keen-flashing rays 
Thrown round his state, and to yon worlds afar 
Supplying days and seasons, life and joy!   （ll. 44-54）
太陽の炎や光は洪水や荒海に喩えられ、その激しさや恐ろしさが強調されるとともに、
太陽光線は周囲の惑星にさまざまな恩恵をもたらしているのだと歌われている。黒点や
日食といった不吉な現象も起きるが、太陽は「美の第一の原因」（Prime cause of beauty, l. 
76）であり、地上の動植物や宝石に美しい色合いを与え、他の惑星を従者として広大な
世界を形作る。詩人は水星、金星、火星、木星、土星と太陽系の惑星を次々と詠み込み、
これらの天体を創造した神と、太陽系を成立させている万有引力の発見者ニュートンを
賛美した後に、さらなる宇宙へと飛び立つ。
　アルクトゥールスやオリオンといった外宇宙で詩人が直面するのは「無限」の感覚で
ある。たとえば無数にある恒星やその星系の「測り知れぬ距離は人の考えも及びはしな
い」（Measureless distance, unconceiv＇ d by thought!, ll. 193）とか、すでに通り過ぎてきた
天体は地球も含めて「今や小さく見えなくなり、ほとんど思考から失われた」（now for 
sight too small; / Are almost lost to thought, ll. 225-６）とか、曲線を描きながら宇宙を横断
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する彗星の「距離は想像力も辿ることができぬ」（Whose length to trace imagination fails, l. 
278）といった具合である。この無限性については、アディソンが「想像力の喜び」の
中で次のように述べている。（38）
地球全体と近接する幾つかの惑星を同時に眺めた時、実に多くの世界が上また上に
掲げられており、驚くべき壮観と荘厳さのうちに、各々の軸のまわりを滑るように
進むのを目にして、我々の心は快い驚愕に満たされる。この後で遥か土星から恒星
までの高みに達し、ほとんど無限まで広がっているエーテルの原野を思うと、我々
の想像力はとても広大な景観で容量が一杯になってしまうので、それを理解するた
めに想像力そのものを拡大するのだ。だがさらに上昇して、恒星がとても多くの広
大な炎の海であり、各々異なる一連の惑星を従えていると考え、最も倍率の高い望
遠鏡でも見ることのできない、あの測り知れないエーテルの深淵に深く沈んでいる
新たな蒼穹や新たな光源を発見すると、我々はそのような無数の太陽や世界の迷宮
の中で迷ってしまい、自然の広大さと壮麗さに困惑するのである。
when we survey the whole Earth at once, and the several Planets that lie within its 
Neighbourhood, we are filled with a pleasing Astonishment, to see so many Worlds hanging 
one above another, and sliding round their Axles in such an amazing Pomp and Solemnity. 
If, after this, we contemplate those wild Fields of Ether, that reach in Height as far as from 
Saturn to the fixt Stars, and run abroad almost to an Infinitude, our Imagination finds its 
Capacity filled with so immense a Prospect, and puts it self upon the Stretch to comprehend 
it. But if we yet rise higher, and consider the fixt Stars as so many vast Oceans of Flame, that 
are each of them attended with a different Sett of Planets, and still discover new Firmaments 
and new Lights that are sunk farther in those unfathomable Depths of Ether, so as not to be 
seen by the strongest of our Telescopes, we are lost in such a Labyrinth of Suns and Worlds, 
and confounded with the Immensity and Magnificence of Nature.
アディソンは続けて人間の脳に収まる印象や動物精気には限りがあるために、想像力は
決して無限ではないと述べているが、茫漠と広がる宇宙を飛翔する時にマレットの詩人
が思考停止してしまうのも同様の理由による。ただし無限性は、アディソンが想像力を
刺激する誘引のひとつに挙げている「広大さ（＝崇高）」につながり、マレットが『逍遥』
の第２巻を宇宙旅行にあてたのも当然のことであろう。
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　さて宇宙の星々もやがては生命を失う時を迎える。寿命の尽きた「瀕死の太陽」（the 
dying sun, l. 257）は炎も消え、球体がすっかり霧に包まれたかと思うと、「すべての光
を回収」（calls in all his beams, l. 263）して消滅する。この恒星の光の下で生きていた周
囲の惑星の住人たちは「昼の源が消え」（The source of day expire, l. 266）、全世界が「永
遠なる夜に呑み込まれる」（involv＇ d in everlasting night, l. 267）さまを怯えながら見るの
である。これもまた終末論的なヴィジョンで読者の恐怖をかきたてようとするマレット
の常套手段である。
　第２巻で最も興味深いのは彗星に関する詩行である。彗星は闇の中を「薄暗い炎の尖
塔たる恐ろしい尾」（In horrid trail, a spire of dusky flame, l. 284）を放出しながら、小刻み
に振動を繰り返して進んでいく。彗星の接近に気づいた恒星は驚きつつも警戒を怠らな
い。なぜなら敵たる彗星の進攻は破滅的であり、その従者たる「飢餓や、戦争や、荒廃
をもたらす悪疫は、蒼ざめた馬に跨がり、背いた世界に懲罰を与える怒れる天の使い」
（Famine, and war, and desolating plague, / Each on his pale horse rides; the ministers / Of angry 
heaven, to scourge offending worlds, ll. 290-３）だからだ。ここでマレットは災厄をもたら
すという彗星の不吉な面を強調するために「黙示録」第６章８節を借用している。
以下に新共同訳と欽定訳をもって示す。
そして見ていると、見よ、青白い馬が現れ、乗っている者の名は「死」といい、こ
れに陰府が従っていた。彼らには、地上の四分の一を支配し、剣と飢饉と死をもっ
て、更に地上の野獣で人を滅ぼす権威が与えられた。
And I looked, and behold a pale horse: and his name that sat on him was Death, and Hell 
followed with him. And power was given unto them over the fourth part of the earth, to kill 
with sword, and with hunger, and with death, and with the beasts of the earth. 
しかし同時に彗星は瀕死の星に再び生命を与えるという恩恵ももたらす。
だが見よ、ある遠い世界から戻った彗星が、
天空の彼方、暗黒の領域で、突然閃いて
輝き出すところを。太陽を失い、夜に
深々と呑み込まれて、沈黙していた世界に、
秘密の力で進路から引き寄せられるところを。
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恐ろしい動揺だ。その薄暗い地域へと、
行方定まらぬ彗星が、急勾配で降下して、
炎もろとも落ちると、消耗した星に
生命を再び灯すのだ。たちまち光の洪水が
吹き出して、闇を貫いて拡散し、まばゆい流れと
なって、夜の領土から勝ち取った、
ゆらめく炎の美しい尾まで遥かに広がり、
朝の予期しなかった復活を訝しく思うのだ。
But lo! where one, from some far world return＇ d, 
Shines out with sudden glare thro yonder sky, 
Region of darkness, where a sun＇ s lost globe,
Deep-overwhelm＇ d with night, extinguish＇ d lies. 
By some hid Power attracted from his path, 
Fearful commotion! into that dusk tract, 
The devious comet, steep-descending, falls 
With all his flames, rekindling into life 
Th＇ exhausted orb: and swift a flood of light 
Breaks forth diffusive thro the gloom, and spreads 
In orient streams to his fair train afar
Of moving fires, from night＇ s dominion won, 
And wondering at the morn＇ s unhop＇ d return. （ll. 294-306）
　トムソンの44年版『夏』1720-９行にも同様の記述が見られるが、これはマクキロッ
プやサムブルックの指摘によれば、ニュートンの『プリンキピア』に倣ったものである
という。（39）
太陽、恒星から生じた水蒸気と彗星の尾がついに遭遇し、引力によって惑星の大気
圏に落下すると、凝縮されて水や湿った気となる。
The vapours which arise from the Sun, the fixed Stars, and the tails of the Comets, may 
meet at last with, and fall into, the atmospheres of the Planets by their gravity; and there be 
マレットの『逍遥』を読む
－52－
condensed and turned into water and a humid spirits.
長い間自ずと発散された光や水蒸気によって次第に荒廃した恒星は、落下した彗星
によって補充され、この新たな燃料の新鮮な供給から古い恒星は新しい輝きを得て、
新しい星へと変化する。
So fixed Stars that have been gradually wasted by the light and vapours emitted from them 
for a long time, may be recruited by Comets that fall upon them; and from this fresh supply 
of new fewel, those old Stars, acquiring new splendor, may pass for new Stars.
天界を駆け巡り、新たな星の誕生を目にした詩人は、まず天使を、そして最後に神を讃
えて全巻を終える。なぜなら崇高の最たるものは、存在の連鎖の頂点に立つ神に他なら
ないからである。想像力の翼に乗って地球と宇宙を逍遥してきた詩人も、想像力の遠く
及ばない、神の造りたもうた無限の空間に至って力尽きる。アディソンが『スペクテイ
ター』で説いたように、人間の想像力には限界があることを認めて、マレットを筆を置
くのである。
精神が限界を想像することのできぬ、
あの究極の広がり。何ら区別できぬ不変の
空虚、そこには何の境界標もなく、
想像力の飛翔を導く道もないのだ。
That infinite Diffusion, where the mind 
Conceives no limits; undistinguish＇ d void, 
Invariable, where no land-marks are, 
No paths to guide imagination＇ s flight. （ll. 366-９）
４．結び
　マレットは、聖書の「黙示録」や、ミルトン、フィリップス、トムソンの作品を始め、
デニスやアディソンのエッセイ、バーネットやニュートンの自然哲学から、読者に恐怖
を与えて熱狂に至らしめる素材を集め、『逍遥』を崇高な作品にしようと試みた。これ
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はトムソンの『四季』と同じ路線を歩んだものであるが、完成度においては重層的な『四
季』に遠く及ばないであろう。しかし次から次へと恐怖を催させる情景を配列した『逍
遥』は、トムソンがあまり描こうとしなかった宇宙旅行を取り入れ、新たな崇高の表現
を目指したのであった。（40）
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